３　尼子氏の興起
大乱後の地方の混　　　前章では応仁の乱を述べるのがねらいではなく、ただその乱の形態を略説し、この地方に及ぼ

乱　　　　　　　　　した影響を述べたかったのであるが、文献が少なくて生なましい実情を表現することができない。こうした点については鳥取県郷土史を参照してみれば

西軍に参加した豪　　西軍の巨頭山名宗全の陣営に参加した地方豪族は

族　　　　　　　　　　因幡国＝伊達・波多野・矢部・山口

　　　　　　　　　　　伯耆国＝小鴨・南条・進・村上

　　　　　　　　　　　などがあって、小鴨・南条はたがいに婚を通じていたため一族の間柄であった。両氏の出陣に際しては、その部下の将卒はもとより、その治下にある久米・河村両軍の民衆は労力的、経済的にも１０年の長年月にわたり相当の負担がかかったことであろう。それのみならず、中央におい
南条氏、行松氏の　　ての戦争疲れで国に帰った山名氏の統制がきかず、因幡でも伯耆でも山名部下の豪族の間で私闘
戦い　　　　　　　　が起こり秩序がみだれた。ことに伯耆では羽衣石の南条氏、尾高の行松氏などが戦い、混乱にお
鳥取県郷土史の引　　ちいった。この間の状況は鳥取県郷土史が明快に述べているから以下これを引用する。＝もとも
用　　　　　　　　　と出雲は佐々木氏の旧領であったが、明徳に至り京極高詮（佐々木と同族）が出雲・隠岐の守護を受領し、その３男高久の子持久を以て出雲の守護代とした。高久は近江の尼子庄を領していたため持久は尼子を苗字とした。持久の子清定に至り、応仁の乱にあい大いに奮戦し、他日雄飛する基礎をつくった。
尼子氏の興隆　　　　　清定の子経久にいたり、富田城（月山城）にありし時、塩谷掃部助のために領地を奪われ、城を出てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(るろう),流浪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こんぱい),困憊)、約２カ年の辛苦をなめ、その母方である仁多郡（島根県）の真木氏にたよった。
尼子経久富田城を　　その間ようやく同志をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きゅうごう),糾合)し亀井・山中・河副諸族のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たす),援)けを受け、文明１８（１４８６）年正月
奮回　　　　　　　　元日、にわかに兵を起こして富田城を襲ってこれを奪回し、再びこれにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),拠)ることができた。これより経久は、出雲一国をその下風に立たせ、進んで四隣を征せんとした。＝永正４（１５０７）年大内義興が、将軍EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よしたね),義植)を奉じて京都に入った時は、これに従い、大いに戦功を現わしたが、義興の専権を憤り、永正１３（１５１６）年出雲にかえり勢いを養い隣国に進入した。
　　　　　　　　　　　そこで永正１５（１５１８）年７月、弟下野守義勝を伯耆にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つか),遣)わして、羽衣石城主南条宗勝及び尾高泉山の城主行松某を攻めさせた。

宇野、尾崎家のは　　　ちなみに、こうした戦乱のさ中にあった永正元年に、大内氏の一族であった尾崎弥次兵衛とい
じまり　　　　　　　う船持主が難船し、宇野村に永住することになった。これが現在の本尾崎家の先祖である。詳細は後述にゆずる。
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